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1 はじめに
ソフトウェアの開発の工数削減や品質向上において
再利用の果たす役言語は重要である.再利用手法のひと
つとしてフレームワークを用いた関発が活発に行われ
ている [3].本研究では，ある特定のアプリケーション
開発において，フレームワークを適用した場合の効果
を評価する手法について考察する.
2 評価対象
評価対象は，ある地方自治体の窓口業務アプリケー
ションである.このアプリケーション開発で，従来，各
極言5単位の処理プログラムが部品化され，再利用する
ことで開発が進められてきた.この手法では，開発者
は函頭部品を組合せ，その扇面の遷移とそれに伴う内
部処穫を記述する必要があった.
その問題点を解消するために，フレームワ}クを用
いた新しい再利用手法が検討されている.新しい手法
では画面単位の処理プログラムの部品化に加え，爾面
遷移単位の処理をフレームワーク化し再利用する.こ
の手法では，開発者は画面遜移フレームワークにその
業務間有の処還を追加するだけで機銭を実現すること
ができる.地方自治体向けアプリケーション用フレー
ムワークでは，選択，検索，更新，参照などの処理が
持つ商lo遷移のタイプごとにフレームワ}ク化がなさ
れている.
フレームワークを用いた新しい再利用手法の従来手
法に対する有用性を定量的に評仮することが本研究の
目的である.
3 評価手法
3.1 基本方針
評価項目として，アプリケーションの複雑さと機能
量を用いる.具体的には，フレームワーク利用により，
新規アプリケーション関発待に緩滅された複雑さと機
総量の評価と，新機能追加持に軽減された複雑さと機
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図 1:類似アプリケーション機発持の計測方法
表 1:類似アプリケーション開発時の機能議計測結果
FWあり FWなし
資格個人照会 176 526 
資格世帯照会 180 526 
賦課状況照会 418 671 
資格取得転入 252 672 
能量の評価を行なう.複雑さはChidamberぷemererの
メトリクス悶(以下 C-Kメトロクス)で，機飽食は
OOFP[l]で計測を行なう.文献 [4]では，デザインパ
ターンの評価のためにじKメトリクスとコード行数，
クラス数，メソッド数が用いられていた.
3.2 OOFP(Object Oriented E¥mction POillt) 
OOFPとは，オブジ、ェクト指向ソフトウェアの関発
プロジェクトの機能量を見積る手法である.OOFPで
は，オブジェクトが計測対象となる.OOFPの計測は，
以下の 8ステップで行なわれる.
Step1(論葱ファイルの識別):論環ファイノレとはデータ
のまとまりで，クラスがこれに当たる.論理ファ
イノレには内部論理ファイノレ(ILF，アプリケーシヨ
ン内部のクラス)・と外部インターフェイスファイ
ノレ(EIF，アプリケーシ gン内部から参照される
外部クラス)の2種類がある.
Step2(論理ファイルの複雑さの決定):DET(データ項
回数)， RET(レコード種類数)の2つのパラメー
タを用いて決定する.単純な属性 (integer，string 
等)はDEすとなり，クラスまたは他のクラスへ
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表 2:新機能迫力日時の機能量増加計測結果
FWあり FWなし
Fl 176 526 
Fl→F2 75 89 
F2→F3 327 234 
F3→ F4 165 235 
の参照は， 1対 l結合は DETとなり， 1対多結
合(あるクラスの集合への参照)はRETとなる.
Step3(Service Requestの識別):
Sel'vice Request (SR)とは，アプリケーション
内のクラスに属するメソッドのことを表す.ただ
い抽象メソッドは数えない.
Step4(SRの後雑さを決定):DET(データ項目数)， 
FTR (関連ファイノレ数)の 2つのパラメータを
用いて決定する.変数として参照される単デ}
タ項目 Gntegel'，5tringなど)とグローパノレ変数
はDETとする.メソッドに参照されるクラスは
FTRとする.
Step5(複雑さを数値に変換):各論理ファイノレ， SRの
複雑さを用いて数値を算出する.
Step6(OOFPの算出):ILF，EIF， SRから算出した
数値を全クラスについて合計し，アプリケーショ
ンの OOFP伎を決定する.
4 適用実験
4.1 類似アプリケーション開発
地方自治体の窓口業務を処理するアプリケーシ沼ン
のうち資格個人照、会Jr資格世帯照会Jr賦課状況
照会Jr資格取得転入Jの4つのアプリケーションにつ
いて，フレームワークを用いて開発されたものと用い
ずに開発されたものの各 2個(計8個)の機能量と複
雑さを計測する(図 1参照)• 
計誤~結果を表 1 に示す. 4つの機能のうち 3つではフ
レームワークを用いた場合の機能量が，用いない場合
の半分以下となっている.このことから，フレームワー
クの利用が類似アプリケーション隣発時の機能量軽減
に有効であると考えられる.
4.2 新機能追加
地方自治体の窓口業務を処理するアプリケーション
において，機能Fl，F2，F3，F4を次のように定める.
Fl :資格個人照会，F2:九十資格世帯照会，
F3: F2 +賦課状況A会，ん:九十資格取得転入3
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図2:新機能追加時の計測方法
FI， F3， F3， F4の}I慎に機能追加を行なうとき，フレーム
ワークを用いて開発する場合と用いない場合とで，機
能量と複雑さの増加を比較する(図2参照). 
計測結果を表2に示す.九一→ F2とん→ F4では，フ
レームワークを用いた方が機能量の場加が少ない.し
かし，F2→んについては，フレームワークを用いた
方が機能量の増加が多くなった.理由については現在
検討中である.
5 まとめ
C-Kメトリクス， OOFPを用いてフレームワークの
効果を評価する手法を検討した.実際のアプリケーショ
ンを対象に OOFP を用いて機能量の計調~と評価を行っ
た.今後 C-Kメトリクスについても計測を行ない，そ
の計測結果を分析する予定である.
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